


《今回の主な調査結果は次のとおりです。》
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●生命保険（個人年金保険を含む）の世帯加入率は90.5％

生命保険（個人年金保険を含む）の世帯加入率は全生保で90.5％（前回90.3％）となっている。
これを機関別にみると、民保78.4％（前回76.2％）、簡保21.5％（前回30.9％）、ＪＡ11.9％（前
回11.8％）、生協・全労済28.5％（前回28.8％）となっている。
前回と比較すると、民保で2.2ポイント増加している。（図表１）

図表１　生命保険（個人年金保険を含む）の世帯加入率
（％）

全生保 民保 簡保 ＪＡ 生協・
全労済

平成24年 90.5 78.4 21.5 11.9 28.5

平成21年 90.3 76.2 30.9 11.8 28.8

＊全生保＝民保（かんぽ生命を含む）、簡保、ＪＡ、生協・全労済の計

●民保加入世帯の医療保険・医療特約の世帯加入率は92.4％

民保に加入している世帯（かんぽ生命を除く）の特定の保障機能を持つ生命保険や特約の世帯
加入率は、「医療保険・医療特約」が92.4％（前回92.8％）、「ガン保険・ガン特約」が62.3％（前
回59.5％）、「通院特約」が43.8％（前回42.2％）となっている。
前回と比較すると、「ガン保険・ガン特約」が2.8ポイント増加している。（図表２）

図表２　民保の特定の保障機能を持つ生命保険の世帯加入率
（％）

平成21年 平成24年

医療保険・医療特約 92.8 92.4

ガン保険・ガン特約 59.5 62.3

通院特約 42.2 43.8

特定疾病保障保険・特定疾病保障特約 41.0 43.4

特定損傷特約 29.4 29.3

疾病障害特約・重度慢性疾患保障特約 16.2 17.9

介護保険・介護特約 13.7 14.2

＊民保（かんぽ生命を除く）に加入している世帯が対象
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●今後増やしたい生活保障の準備項目は「世帯主の老後の生活資金の準備」が最も多く28.3％

世帯における生活保障の準備項目の中で、今後数年間のうちに増やしたいものを尋ねたとこ
ろ、「世帯主の老後の生活資金の準備」が28.3％で最も多く、次いで「配偶者の老後の生活資金
の準備」24.3％、「世帯主が万一の場合の資金準備」21.1％となっている。（図表３）

図表３　今後増やしたい生活保障準備項目（複数回答）
（％）
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平成24年 21.1 15.7 28.3 20.6 19.5 17.3 14.2 24.3 18.0 14.4 13.3 12.7 7.6 6.9 9.2 0.5 39.4 10.7

●直近加入契約の保険種類のうち遺族保障機能を主目的とした生命保険の割合は55.1％

直近に加入した民保（かんぽ生命を除く）の保険種類は、「終身保険」が38.4％（前回35.5％）
と最も多く、次いで「医療保険」19.7％（前回20.3％）、「定期保険」8.8％（前回7.9％）となっ
ている。このうち遺族保障機能を主目的とした「終身保険」、「定期保険」、「定期付終身保険」の
割合は55.1％を占めている。（図表４）

図表４　直近加入契約（民保）の保険種類

（％）
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平成21年調査
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平成24年調査
（平成19～24年に加入） 38.4 8.8 7.9 3.9 4.4 19.7 6.5 3.6 3.1

＊かんぽ生命を除いた民保の直近加入契約が対象
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●直近加入契約の加入チャネルは「生命保険会社の営業職員」が最も多く68.2％

直近に加入した民保（かんぽ生命を除く）の加入経路（加入チャネル）は、「生命保険会社の
営業職員」が68.2％（前回68.1％）と最も多く、次いで「通信販売」8.8％（前回8.7％）、「保険
代理店の窓口や営業職員」6.9％（前回6.4％）となっている。
前回と比較すると、「インターネットを通じて」と「銀行を通して」がそれぞれ1.6ポイント増
加している。（図表５）

図表５　直近加入契約（民保）の加入チャネル
（％）
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平成24年調査
（平成19～24年に加入） 68.2 53.0 15.2 8.8 4.5 4.3 6.9 4.3 4.2 0.1 3.2 2.5 2.1

平成21年調査
（平成16～21年に加入） 68.1 52.5 15.7 8.7 2.9 5.7 6.4 2.6 2.6 0.0 3.0 1.9 2.9

＊かんぽ生命を除いた民保の直近加入契約が対象

●直近加入契約の加入チャネルに対して「満足」（88.3％）が4.4ポイント増加

直近に加入した民保（かんぽ生命を除く）の加入経路（加入チャネル）に対する満足度は、「満
足」（“満足している”と“どちらかといえば満足している”の合計）が88.3％（前回83.9％）、「不満」
（“不満である”と“どちらかといえば不満である”の合計）が10.7％（前回13.7％）となっている。
前回と比較すると、「満足」が4.4ポイント増加している。（図表６）

図表６　直近加入契約（民保）の加入チャネルに対する満足度
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＊かんぽ生命を除いた民保の直近加入契約が対象
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